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皆さんこんにちは。今ご紹介いただきました、
倉俣です。
今日、私がここにおりますのは、国士舘大学体
育学部の角田先生と、たまたま出身も群馬という
ことで、かわいがっていただくような関係から、
今日ここで 10分ぐらい時間をいただいて発表さ
せていただきます。
今日は、学生の皆さんが非常に多いようですの
で、一つテーマを絞りまして、実際にこどものス
ポーツの現場はこんな感じだよというのを一つ、
見ていただければいいんじゃないかと思います。
それから、もう一つですね、今度、実際に体育学
部が小学校の先生の免許が取れるということなの
で、こんな就職先もありますよという、この二つ
のポイントから見ていただければいいんじゃない
かと思います。
発表の時間をですね、10分ぐらいいただきま
して、あとは３分ほどジャイアンツ・アカデミー
の様子をビデオに収めてありますのでその様子を
ご覧いただいて、10分ちょ っとお時間をいただ
ければと思います。じゃ、スライドよろしくお願
いします。
まず、ジャイアンツ・アカデミーの誕生の背景
といたしまして、Ｊリーグだとか、海外の野球事
情だとか、あるいは日本を取り巻く野球事情だと
か、諸々の背景がありました。一つは、Ｊリーグ
がジュニアからの一貫教育を始めた。あと、指導
者になる人はライセンスを持っていないと指導者
になれません。例えば、中南米のキューバという
国がありますけど、そこも、ジュニアからの一貫
教育をしています。それから、指導プログラムを
確立して、世界のトップレベルを維持しています。
片や、日本の野球は、一貫指導のコンセプトが無
くて、どうしても技術中心のとか、勝ち負け、勝
負中心の野球が展開されやすい。その結果として、
スポーツ障害、ひじ肩痛などが絶えないこどもが
多いと。それから、また、プロ、ＯＢ、プロ野球
を経験した人たちの、専門家の指導機会が非常に
限られている。このような、サッカーの事情、海
外の野球の事情、日本の野球事情、等を考慮しま
すと、強力な危機がありました。それから、シス
テム的に非常に日本の野球の指導というのは効率
が悪い。あともう一つ、今のままだとＪリーグや
他の国の野球のレベルに負けてしまうと。これを
何とかしなくちゃいけないなと思って、ジャイア
ンツ・アカデミーが誕生したというふうに理解し
てください。次、お願いします。
ジャイアンツ・アカデミーとは、目的といたし
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て、こどもの健全育成だか、野球界の裾野の拡大、
あるいは、プロを経験して引退した人たちのセカ
ンドキャリアの創出というようなことが目的とし
てあげられます。次、お願いします。
その目的を達成するために、指導者に野球界の
ライセンスを持ってもらいましょう。あるいは、
地域に密着して、こどもの通学する時間をできる
だけ少なくしましょう。あるいは、一般指導のコ
ンセプトを持ちましょう。等々、いろいろな特徴
を用意して、こどもに毎日接しています。次のス
ライドお願いします。
こどもスポーツ学科ということで、こどもの発
育に合わせてどういうふうに野球のプログラムを
作ったらいいかということなんですけれども、皆
さんご承知のとおり、小学生では一番動き作り、
こどもが器用になるという能力が一番発揮されま
す。そこを野球のプログラムに落とし込んでいく
と、ちょっと見にくいんですけども、５歳６歳の
プレゴールデンエイジと呼ばれるこどもたちに
は、野球ではなくて、ちっちゃいボールを使って、
ボール遊びをしてもらいましょう。ボールの感覚
に馴染んでもらいましょう、というようなプログ
ラムなんかも導入しています。それから、７歳８
歳９歳 10歳という小学校に入って１年生２年生
３年生４年生、この頃には、動き作りの発育がピ
ークを迎えるということで、まだ、野球の専門的
なルールは一切知らなくても結構ですが、キャッ
チボールをかっこよくできるようにしようとか、
かっこいいフォームで遠くにボールを飛ばせるよ
うにしようだとか、その辺の身体能力を野球を通
じて身に付けてもらえればなというふうに思って
プログラムを組んでいます。それから、11歳 12
歳ってなると、そろそろ野球なのかサッカーなの
か、あるいは勉強なのかと、いろいろな進路、中
学に向けてどうやってやっていくのかということ
がありますので、11歳 12歳頃から、徐々に、上
手に投げれるようになった、上手に打てるように
なった、上手に守れるようになった、徐々に能力
をゲーム性に、いろいろな複雑な場面のなかで、
ましては、年齢に合わせて楽しみながら基本技術
を学ぶ、通年制のスクールです。現在は、二年目
が終わるところなんですけれども、幼児から小学
生を対象として、都内のいろいろな運動公園や野
球場を借りてやっています。去年が約300名のこ
どもたち、今年が800名、来年は1000人のこども
たちを迎え入れると、倍々ゲームで来ているよう
な感じでおります。次、お願いします。
ジュニア育成の組織モデルといたしましては、
ピラミッドをイメージしていただきますと、一番
上のチーム、次に、通年制のスクール、その次に、
野球教室、学校訪問、一番底辺としてテキストや
インターネットによる教育というようなことで考
えられるかと思います。一番上のチームというの
は、サッカーでイメージしていただきますと、Ｊ
リーグ傘下のユースチームだとか、ジュニアユー
スという考えでいいかと思います。ここは、どう
いうことかというと、コーチングスタッフの手間
は掛かりますけれども、非常に中身の濃い指導が
できると。逆に、テキストやインターネットによ
る教育というのはどういうことかといいますと、
こどもとの関係は非常に薄くなりますけれども、
より多くのこどもに情報を伝えることができると
いうこと。で、今までプロ野球というのは、野球
教室という、あるいは学校訪問という、一日おじ
ゃまして何かこどもに夢や希望を伝えるというこ
とはずっとやってきました。それは、これからも
ずっと続くアプローチなんですけれども、もう一
つ、デメリットとしまして、こどもの成長をフォ
ローアップできないというデメリットがありまし
た。そこで、なんとかして、この通年制のスクー
ルを始める必要があるんじゃないかということ
で、これは、サッカー界が全部やってることのコ
ピーなんですけれども、それを野球界も始める必
要があったということです。次、お願いします。
ジャイアンツ・アカデミーの目的としまして、
今申し上げましてように、野球の基本を楽しく伝
える、そのなかには心作りがあったり、動き作り
があったり、体作りがあったりする。これを通じ
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ていまして、それを参考にさせていただいて、ジ
ャイアンツ・アカデミーでマニュアルを作って、
幼児、１・２年生にどのようなアプローチをして
いったらいいかというようなことをやっていま
す。次のスライドお願いします。
各コーチに共通する指導の流れとしまして、毎
回、年間１週間に一度、来てもらいまして 75～
90分の授業をやっています。出席の確認から始
まって、準備体操をしまして、基本練習を投げる、
守る、打つ、走る、全部はできませんので、どれ
か一つにテーマを絞ってやっています。それから、
試合で楽しい思いをしていただいて、ストレッチ、
まとめで帰っていただく。このような流れで半年、
一年経つと、こどもたちが非常に上達してくると
いうことも感じております。次のスライドお願い
します。
心の指導といたしまして、どんなことを意識し
ているかというと、まず、あいさつ、返事をでき
るだけ大きな声でしてもらうということで、こど
もたちには今日もやる気があるか、今日も集中で
きてるかといのを、われわれとしては、あいさつ
だとか返事の大きさで確認するようにしていま
す。それから、できるだけ、褒めて、ハイタッチ
をしてあげて、こどもたちに「ああ、僕は認めら
れてるんだな」というような気持ちを持ってもら
っています。それから、スモールステップを踏ん
で、こどもたちに達成感を味わって、ものすごく
自信をつけてもらうようにしています。
それから、指導スタッフ全員、野球、ソフトボ
ールの経験がありますので、先ほどもありますが、
デモンストレーションを完璧にできますので、デ
モンストレーションをこどもに見せて「すごい」
というふうに感動してもらうような時間も常に作
ってあります。それから、非常におもしろいのが、
野球が好きになると、家でお父さん、お母さんと、
キャッチボールをしようと始めると。ボールを使
ってキャッチボールなんですが、そこに、非常に
会話が増えてるということで、親子の関係が、非
常に絆が深まってくるのじゃないかなという効果
発表する機会を持ってもらいましょう、というよ
うなプログラムを作っています。次、お願いしま
す。
コーチングスタッフなんですけれども、各コー
スに、幼児担当、１・２年生担当、３・４年生担
当、５・６年生担当、あるいは全体を見るヘッド
コーチ等ですね、いろいろなスタッフを各スクー
ル６名ずつ配置しております。ちょっと、今日、
国士舘大学にも、ジャイアンツ・アカデミーから、
何名かスタッフが来ておりますので、ちょっと紹
介させていただいてよろしいでしょうか。ちょっ
と、見にくいのですけれども、一番上、私と一緒
に今ヘッドコーチをされています河埜さん、おら
れます。ご起立を願えます。
島村：かつて、ジャイアンツで大活躍をした河埜
さんです。
倉俣：そうですね。Ｖ９でジャイアンツが一番強
い次代にショートを守られてた方ですね。今日は、
国士館大学におじゃましております。それから、
他に一緒にやってくれているスタッフの方、起立
してくれますか。はい、ありがとうございます。
今日、非常に学生の方多いんですけれども、彼
らもまだ大学を卒業して１年目２年目、非常に年
齢の近いスタッフですので、実際に後で、実際の
スポーツ指導の現場でどうですかみたいなこと
で、コミュニケーションは取れるんじゃないかと
思います。ここで、スタッフで大切になってくる
のが、プロ野球経験者とアマチュア出身者とミッ
クスでやってると。その、ミックスする弊害を除
くために、共通言語を持つと。日本体育協会が出
しておりますスポーツリーダーだとか、ジュニア
スポーツ指導員という資格があるんですけれど
も、それを取得させることによって、こどもにど
ういうふうに接していったらよいかという共通言
語を持ってもらっています。それから、指導テキ
ストなんですけれども、アメリカに全米野球コー
チ協会というのがありまして、そこがこどもたち
にどういうふうに野球を伝えていったらいいのか
というステップバイステップのマニュアルができ
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これで、スライドは終わって、ビデオに移りま
すが、課題といたしましては、先ほど、小林寛道
先生のほうから、ハード面とソフト面を充実させ
ることが必要であると。われわれがハード面で一
番課題になるのは、都や区のグランド、大学の施
設を借りてやってますので、どうしても行政との
連携をうまくするという部分で、なかなかグラン
ドを借りづらいという部分で、非常にこどもに負
担を強いてしまっている部分があります。それか
ら、ソフトの充実としては、どんどん野球がうま
くなるような、ボール投げがうまくなるようなプ
ログラムを積極的に開発していくことと、それを
こどもに伝えられる指導者をどんどん養成してい
くこと。この２点がソフト面での課題ということ
で、発表を終わりにさせていただきます。で、あ
と、３分ぐらいのビデオ、よろしくお願いします。
……（ビデオ上映）……
みなさん、こんにちは、ジャイアンツ広場です。
春に新しくスタートした巨人軍の野球教室、ジャ
イアンツアカデミーも既に開校から半年を迎えま
した。始めは空振りしたり、ちゃんとボールが投
げられない子もいましたが、半年たってみんなう
んとうまくなってきたようです。そこで、今回は
小学１，２年生のクラスと５，６年生クラスの上達
振りを見てきました。
それでは、ジャイアンツアカデミー開講です。
「よろしくお願いします。」「よろしくお願いし
ます。」
さあ、始まりました。
グローブを持っている手を斜め下からスター
ト、
きょうは、グラブを胸の前に８の字に回して　
よく投げる練習です。
「１，２、１，２、」
これは、ジャイアンツアカデミーの教科書「ホ
ップステップジャイアンツ」にある基本の練習で
す。注意点は４つありますが、特に、ひじを肩の
高さまでしっかり上げて、 投げることが大切で
す。
も感じています。それから、野球というのは仲間
でやるスポーツですので、いろいろなルール、勝
手なことはしないとか、ボールがグランドの外に
出ていっても飛び出さないだとか、そういうよう
な、こどもが生きていくうえで大切なルールみた
いなのも、学んでいけるんじゃないかなと思いま
す。つぎのスライドお願いします。
それから、技術の指導というのは、皆さん、こ
れから専門に勉強されると思いますけど、できる
だけやさしい動きから複雑な動きへ、徐々に動き
を組み合わせて、投げ方を、あるいは打ち方を、
取り方を、すべてスモールステップに分解して、
それを分習法として組み合わせて、やさしいから
難しいに繋ぎ合わせて、最後に全体練習をしても
らう。ということで、指導の流れとしては、説明、
デモンストレーション、フォームのチェック、あ
るいは実践、アドバイスというようなパターンを
作っております。できるだけ、コーチ一人で、こ
ども５～６人という少人数をみれるように工夫し
ています。効果としては、コントロールが良くな
ったり、距離が投げられるようになったり、スピ
ードが上がったり、あるいは、ゲームを楽しめる
レベルにまでこどもの技能が高まるというところ
を目標においております。次のスライドお願いし
ます。
最後になりますが、体の指導ということで、時
間前に来る子もいますけど、来た子にどんどんグ
ランドに入ってもらって、一緒にコーチングスタ
ッフが遊んであげるようにします。そうして、早
く来た子ほどどんどんうまくなる、体力がつくよ
うな感じになってるのかなあと思います。それか
ら、準備運動は、野球に必要なだけのトレーニン
グ、準備運動をするのではなくて、体力という部
分で、今日も基調講演、小林先生のほうからあり
ましたけれども、いろいろな要素を組み合わせた
準備運動を、本当に短時間なんですけども、刺激
を加えるようにしています。それから、また、寒
い冬、今ちょうどこの時期では、計画的なトレー
ニングを入れて、体力の向上に努めております。
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をするということが基本になると思います。
５，６年生は、もう立派な野球選手、こんな実
戦的な練習がこなせるようになっています。そん
な彼らは、うまくなっていると感じているでしょ
うか。こちらも７ヶ月前の映像、中央で練習して
いるのが５年生の坂田君です。バットの振りがぎ
こちないようですが、この映像を本人に見せてみ
ました。
「まだあんまりうまくない」以前とくらべて実
力は上がっていますか。「だんだんうまくなって
いる」内角がうてられなかったけど、受けられる
ようになった」坂田君も上達の手ごたえを感じて
いるようです。これからも、この教室でがんばっ
てください。
「非常に思った以上の効果が出ている子が多い
とこですね。投げる、打つ、取る、このへんの基
本が出来ていれば、非常に野球というスポーツが
好きになるなあという気がします。
いかがでしたか、アカデミーでは、野球の技術
はもちろん、挨拶や集団での行動を通して社会生
活の基礎も一緒に学んでほしいと考えています。
番組では、これからもレッスンの様子を放送して
いきますので、みなさんも一緒に学んでいきまし
ょう。
「１，２，３…、１，２，３…、」
どうですか。みんな、以前より大きな声が出る
ようになり、野球選手らしくなってきました。
こちらの小林君もその一人です。ジャイアンツ
アカデミーに入って、とても明るくなったようで
す。「ジャイアンツに入ったことも関係している
と思うのですが、声を出すところから、基本の生
活が変わったかな、と思います」
次にスイング練習。ちょっとこちらをごらんく
ださい。こちらは７ヶ月前の運動。はじめて野球
をしたときの○○君の様子。今では、コーチの投
げるボールも打てるようになっています。これに
は、コーチも感心しているようです。
「○○を頂いたあとは、当るようになったので、
毎回楽しみで参加させていただいています。」
鈴木ケンジ君、これからもバッテイング、がん
ばってね。
こちらは、５，６年生のクラス。実戦でもよく
使うタッチプレイの練習に励んでいます。高田コ
ーチにプレイの注意点を伺いました。「まず、ボ
ールをしっかり取るとういうことが、大前提にな
りますが、そして、いかにベースの際にタッチす
るかということですね。その時の注意としては、
ひざにゆとりを持ってて手だけでタッチするので
はなく、膝もうまく使ってすばやく真下にタッチ
